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研究成果の概要（和文）：本研究ではユーザー企業の視点から、且つ3Dプリンター導入の推進手順を網羅した包
括的3Dプリンター導入方法論の構築を試みた。具体的な研究成果は以下のとおりである。①3Dプリンターの導入
事例を取り扱った文献を調査し、データベースを構築した。②国内外の研究協力者に対してインタビュー調査を
実施し、3Dプリンター導入方法論の開発に関する客観的な知見を得た。③すでに 3Dプリンター導入方法論を有
する企業に対してインタビュー調査を実施し、3Dプリンター導入方法論の構築に対する建設的な助言を多数得
た。④3Dプリンター導入方法論を構築した。

研究成果の概要（英文）：In this research, I was developed the 3D printer implementation methodology 
for Japanese corporations. The main result of research is as follows. (1) The literature dealing 
with the example for making 3D printer implementation methodology was investigated, and the database
 was built. (2) Interview investigation was conducted to the research partnership person in and 
outside the country. As a result, the objective knowledge about 3D printer implementation 
methodology was acquired. (3) Interview investigation was conducted to the staffs of the company 
which already made 3D printer implementation methodology. (4) A new 3D printer implementation 
methodology was developed.
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１．研究開始当初の背景 
近年、各種メディアに取り上げられ、脚光

を浴びている 3D プリンターは、ものづくり
の考え方を変え、ビジネスに変革をもたらす
ツールと言われ、その動向が注目されている。
3D プリンターの技術や機械自体はすでに 20
年以上前から存在しており、入力された 3D
データ通りの立体物を造形する機械として
自動車や家電分野で試作品を作る機械とし
て活用されてきた。金型を作らずに製品を試
作できるため、コスト削減や納期短縮を目指
すメーカーが導入し始めている。中小企業で
も気軽に試作品を作れるようになり、ものづ
くりの基盤強化につながることから政府も
導入を後押ししている。経済産業省によると
2012年における世界の3Dプリンター市場は
装置や材料だけで 2,000 億円程度だが、2020
年には世界で 1兆円に達するとの試算を公表
した。3D プリンターを使った造形サービス
や交換用パーツの製造など関連市場も大き
く伸びる試算で合計すると 11.7 兆円にまで
成長すると予測されている。このような大き
な期待により、「3D プリンターが新たな産業
を生み出す」とか、「3D プリンターによって
世界のものづくりの構図が一変する」という
極論が沸き起こっているが、3D プリンター
がどのような機械で、どのような場面で活用
でき、どのような効果をもたらすのかといっ
た腰を据えた議論がなされていないのが現
状である。実際のところ、東日本大震災の最
大の被災地である石巻市においても各省庁
から億単位に上る多額の復興予算が地元企
業に配分されたことにより、高性能の 3D プ
リンターの導入が相次いでいる。しかし、血
税である復興予算で高額な 3D プリンターを
導入したものの、経営者の曖昧な導入目的や
3D プリンターを使いこなせる人材の不足、
仕事のやり方を変えられないなどの理由に
より 3D プリンターの導入プロジェクトが失
敗に終るケースが多く、そのリスクを回避し、
導入プロジェクトを成功に導くことが 3D プ
リンター導入企業（ユーザー企業）にとって
重要課題となっている。 
 
２．研究の目的 
国内における 3D プリンター研究において

は、ものづくりの高付加価値化に向けて、3D
プリンターの高速化・高精度化・材料の多様
化を実現するための技術開発に関する議論
が盛んであるが、実際の現場ではそのような
高度な議論が出来る段階に至っていない。既
存の 3D プリンター導入プロジェクトで早急
に解決すべき問題は、導入方法論が確立され
ていないことである。したがって本研究の目
的は、ユーザー企業の視点から、且つ 3D プ
リンターの導入推進手順を網羅した包括的
3D プリンター導入方法論を確立することで
ある。本研究のような実際に 3D プリンター
を導入している現場の多くの関係事業者の
経験と知恵を取り込んだ 3D プリンター導入

方法論の開発はこれまでなされていない。研
究代表者は被災者の一人として、震災後石巻
地域で復興の現状を逐次把握してきた利点
を活かし、3D プリンターを導入する企業に
とって有益な情報と対策を提供できると考
える。 

3D プリンターの導入方法論を開発する上
で本研究の学術的な特色・独創的な点は、以
下の 2 点である。第 1 に、システム・ベンダ
ー、システム・インテグレーション企業、コ
ンサルティング企業などのパートナー企業
に依存していないこと、第 2 に、導入企業が
3D プリンター導入プロジェクトを滞りなく
遂行するために必要な活動および作業を網
羅していることである。提案するユーザー企
業主導の包括的 3D プリンター導入方法論は、
ユーザー企業が 3D プリンター導入プロジェ
クトで実施すべき導入範囲を規定し、最小限
必要な作業を抽出し、細分化する。ユーザー
企業がどのように 3D プリンター導入プロジ
ェクトを実施するかが要求されるが、3D プ
リンター導入プロジェクトの主体であるユ
ーザー企業の視点で開発された導入方法論
はこれまで提示されていない。他方、3D プ
リンター導入プロジェクトにおいて行うべ
き活動や作業は膨大である。しかしながら、
これまで 3D プリンターを導入してきた企業
の 3D プリンター導入方法論には、共通する
活動や作業が多数存在する。こうした共通の
活動や作業をユーザー企業の視点から抽出
し、必要不可欠な活動や作業を順序立て、さ
らには各活動や作業へのインプット及びア
ウトプットを順序付けることで、ユーザー企
業は 3D プリンター導入プロジェクト全体を
容易に把握することが可能である。 
また、本研究を遂行する上で特筆すべき点

は、東日本大震災による甚大な被害を受けた
被災地ですでに 3D プリンターを導入済みの
関係事業者に対し、長期にわたり直接インタ
ビュー調査を実施することが可能であり、本
研究を進めるにあたり情報提供元として非
常に価値が高いことである。企業の対応状況
を時系列に沿って非常に詳細な情報を得る
ことができる点も特筆すべきことである。 

 
３．研究の方法 

年度毎の具体的な研究計画及び方法を以
下に示す。 
・平成 27 年度：まず始めに本研究の基本

的な方針及び 3D プリンター導入方法論を開
発するにあたっての具体的なアプローチに
ついて確認した後、3D プリンター及びその
導入に関する文献調査により広く基礎知識
の集約を図る。次に国内外の研究協力者に対
し予備調査を行い、3D プリンター導入に関
する客観的な知見を得る。 
・平成 28 年度：開発する 3D プリンター導

入方法論について、被災地の 3D プリンター
導入済み企業のみならず国内の導入企業に
対しインタビュー調査を実施する。インタビ



ュー調査に協力及び参考可能な企業を 20 社
程度選定し、長期かつ詳細なインタビュー調
査に移ると同時に随時導入方法論の正当性
及び有効性の検証を研究協力者とともに行
う。以上の計画に基づき、インタビュー調査
の成果を適宜研究論文として発表し、平成 29
年度に向けて成果と課題を整理する。 
・平成 29 年度：前年度までの結果を踏ま

え、実際に企業の経験則と英知を集結した
3D プリンター導入方法論を開発する。ユー
ザー主導で包括的な 3D プリンター導入方法
論について提言し、報告書にまとめる。企業
の一助となるべく、パートナー企業の一方的
な導入アプローチに依存しないユーザー主
導で、尚且つ全作業手順を網羅した包括的
3D プリンター導入方法論を提言する。以上
の研究計画に基づき、これらの成果を研究論
文として学会に投稿する。 

 
４．研究成果 
本研究ではユーザー企業の視点から、且つ

3D プリンター導入の推進手順を網羅した包
括的 3D プリンター導入方法論の構築を試み
た。具体的な研究成果は以下のとおりである。
①3D プリンターの導入事例を取り扱った文
献を調査し、データベースを構築した。②国
内外の研究協力者に対してインタビュー調
査を実施し、3D プリンター導入方法論の開
発に関する客観的な知見を得た。③すでに 
3D プリンター導入方法論を有する企業に対
してインタビュー調査を実施し、3D プリン
ター導入方法論の構築に対する建設的な助
言を多数得た。④3D プリンター導入方法論
を構築した。 
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